



















認 知 症 カ フ ェ の 目 指 す 方 向 性 に つ い て 
～ 生 涯 学 習 の 要 素 に 着 目 し て ～ 









 1-1-1 日本における認知症カフェの源流と始まり  
  1-2-2 日本の認知症カフェに求められていること  
  1-2-3 日本における認知症カフェの実態  
1-2 日本における認知症カフェの課題  
 
2. 認知症カフェにおける生涯学習の可能性  
2-1 生涯学習について  
2-2 生涯学習における集団学習の意義  
2-3 認知症カフェにおける生涯学習の試み  
 
3. 調査の概要  
3-1 調査目的及び調査方法  
3-2 調査対象者と選定理由  
3-3 データ分析方法と考察方法  
 
4．調査結果  
4-1 A 氏のインタビュー結果  
4-1-1 考察  
4-2 B 氏のインタビュー結果 
 4-2-1 考察  
4-3 C 氏のインタビュー結果  
 4-3-1 考察  
4-4 認知症カフェに必要な要素と認知症カフェの必要最低限の基準 




 研究の限界と今後の課題  
 

























































































































































































































































































































































結果、上記の②に該当し、筆者も参画している大阪府の認知症カフェ X に参加する運営者 A
氏と地域住民 B氏の 2 名、そして上記の③に該当し、フィールドワークで訪れた京都府にある
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